
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 

 

 

研究主題に迫る手立て 
 

①考察しやすくするための話型モデルの提示 

 考察やまとめは、話型や、穴埋め形式のワークシートでモデルを提示し、書き方を

段階的に指導していく。また、「問題→めあて→予想→計画→実験・観察→結果→考

察→ふりかえり→まとめ」の理科学習の進め方の流れを児童が身に付け、主体的に

問題解決できるように、教室に掲示しておく。 

 

②ロイロノートで作成したイメージ図の共有 

児童がタブレットのロイロノートを用いて作成した、圧し縮められた空気のイメ

ージ図を、提出箱に提出し、個々の考えを全体で共有する。そして、それぞれの考え

の共通点や相違点に気付きやすくし、自分の考えが書けない児童も主体的・対話的

に学び、イメージ図を基に、考察を書くことができるようにする。 

 

③学習過程を見通すことができるロイロノートの活用 

 教師が「問題→めあて→予想→計画→実験・観察→結果→考察→ふりかえり→ま

とめ」の理科学習の進め方をロイロノートで一括して作成し、児童が学習過程を見

通すことができるようにする。そして、本時では、どの児童も理科学習の進め方の流

れで思考し、考察を書けるようにする。 

 

観察・実験を行い、得られた結果を基に、話型やイメージ図を用いて

考察し、自分の考えを表現している。 

自分の考えを表現できる子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ロイロノートを活用して空気のイメージ図を書くことで、空気の 

それぞれの考えの共通点や相違点に気付きました。 

話型モデルや穴埋め形式のワークシートを活用していくこと

で、考察の書き方を理解することができました。 

 

閉じ込めた空気に力を加えると、手ごたえはどうなるのか予想

し、友達と共に考えることができました。 


